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カーテンや燃えやすいもの 
をおづけないでください。 
乂災び発をするおそれびあ 
ります。 


'(fJl 心 


窗薛 



ガソリン厳禁 

方ソリンなど揮発性の高い巧は、絶対に使巧 
しないで < ださい。 

义がの原因になります。 


么警告 (WARNING) 

iQw f 外れ危険 

に使巧 vS / 給が気筒（管、ホ- 

I ノん竹々±斗•心 I っ^いつ 


給が気筒トップ閉そくを験 

積雪が'をいとさじは、給が気 
筒トツブの周りび雪でふさび USB 

れでいないことを確認しでく fsi 

ださい。ふさびれでいるとき _笠 

は、除雪して<ださい。 — 

また、板などじよる「雪圃い」 シ 

は給排気の巧げになるのでお ffmVz 
やめください。 

運転をにがガスび室のにもれで、危険です。 

温風炊出□をふさがない 

巧類、紙などで温風吹ホ□や空気 に 

取入□をふさびないでください。 I 

衣類、紙などでふさぐと、乂がの 
原因になります。 


〇 


外れ危険 

給が気筒（管、ホース）び正 
しく接続されでいるか点検し 
で < ださい。 

外れでいると運质中に排刀ス 
び室巧にちれで、を険です。 


給排気筒トップには金網など 
は巧けない 

給が気簡トップには、およけのため 
のを網などは巧けないでください。 

給が気の妨げになり、異常燃焼を 
起こしがガスび室内に漏れる可能 _ 
性びあり危険です。 ® 



〇 


0 




スプレー吿厳禁 

殺虫剤などのスプレーちを温 
風のあたるところに放置しな 
いで < ださい。 

熱でスブレー生の氏力び上び 
り、爆発し、危険です。 





カーテン.可燃物近接禁止 


么注意 (CAUTION) 

で N L 給油時消火 
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A を意 


異常時使用禁止 

巧一異萬を感じたとぎは、使 
巧しないでください。 

異帯燃焼のおそれがありまず。 

高温部接触禁止 、 

燃焼中や消乂直後は、ス I -一 
ブ前画(ブリルの周の)や巧上 
部前面および給が気筒トップ 
にまなどふれないでください。 
やけどのおそれ力 X 'あります。 



論 


彰 


0 


温風(<~直接ぁたりない 

温風に直接長時間あたらない 
で < ださい。 

ほ温やけどや酷か症状じなる 
おそれびありまず。 


祕一 

lir^ 


参な 

80 


電源コードを傷めない 巧/ 

電源コードに無理な力を如え • \ 

たり、物をのせないでくださ 
し、。また、電源プラグを抜く 
ときは、コードを持って引き 

抜かないでください。义がや感電の原因になりまず。 


分解修理の禁止 

放障-破損したら、使巧しな 
し、でくださし、。 

不完まな修理は、危暖です。 


腰をかけたり、物をのせない 

!腰をかけたり、やかんや巧びんなどの物をのせな 
いでください。やけどしたり、ストーブび変おす 
ることびあります C 

また、化か'巧部に入ると、感電、乂巧、故障の原 
!因になります。 

改造使巧の禁止 

改造しで使巧しないでください。また、ストーブ 
や給排気筒には床暖房巧の熱交換器などを助り巧 
けないでくださし、。 

义巧や排ガスび室内にちれる原困となり危険です。 

電源プラグは確実に差しこむ . 

電源プラグはコン t ンりこ根 \ / 

元まで確実に差しこんでくだ ぶち^ 

さい。また、傷んだブラヴや 

ゆるんだコンじントは使巧し 

ないでください。 . 一一 

义がの原因になります. /グ - 



〇 


長期間使巧しないときは電源プラグを巧く 

長期間使巧しないとき又は保管ずるときは、必す 
電源ブラグをコンたントから抜いでくださし、 

义災や予想しない事故の原因になります。 


'灯油の保管 A 

ななは、火気、雨水、ごみ、高温および直射曰光， I 
をさけた場巧に保管しでください。 

ガソリンなどといっしよに保管しないでください。 
誤って使巧すると異窜燃焼や义がのおそれびありまず 


〇 


変質灯油禁止 

変質灯'庙、巧れた阿油、水の混じっている灯巧な 
どを使用しないでくださし、。 

異常燃焼や故障のおそれびあります。 


電源の接続 

電源は適正配線された単相1 00 V のコン t ント 
がは使巧しないでください。発熱’発义の原因に 
なります。電源コードは、途中で接続したり、延 
長コードの使巧-他の電気器具とのタコ足配線を 
しないでくださし V ，発熱-発义の原因になります。 

廃棄するときのを意 

ストーブを廃棄処分するときは、定ミを面器の巧巧 
を抜き取っでください。（む？’13ページ） 

なミ由び入ったまま廃案するとリサイクルの際に思 
わめ事故になるおそれがあります。 


0 

0 


電源プラグのお手入れを 

ときどきは電源ブラブを抜き、ほこりおよび金属 
物を除去しでください。 

ほこりびたまると湿気などで絶縁不良じなり义お 
の原因じなります._ _ _ 

フィルタをはずしての運乾禁止 

巧流巧送風機のフィルタをはすした状態で涯輯し 
ますと、力~テンなどを巻きこんで乂巧(こなるお 
それびあります。 

また手などふれるとけげをするおそれびあります。 

指や棒を入れない 

給排気筒トツブに指や棒などを入れないでくださ 
い.'、 

クガや火ぶの原因になりまず。 

初めてお使いになるときのま意 

初めでお使いになるときは、耐熱臺おなどび焼な 
くまで煙と臭いが社 i まず。しばらくの間、窓をあ 
けで部屋の換気,をおこなつでください。 

また、小鳥やか動物などに影謹する場合か‘考えら 
れますので、この間は部屋に入れないでください。 


〇 


0 

© 
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油漏れ確認 

ミをタンク.コ''ム製送油管. 
接含部および機器などから 
のなミち漏れがないことを 
確認の 上 ご使巧ください。 
巧ミ由び漏れていると义災の 
おそれびあります. 


な 


漏れ確認 


2 











画各部の名敬 

外観図 


前パネル 


温風の出□(グリル) 


置台一- 


本化固定を具 


給が気筒トップ 


電源コード 


ルームサーモ t ンサー 



定'巧面器リじットボタン 


構造図 



フィルタ(空気取入 □) 


巧流巧送風機(内部) 


本化固定金具 
給が気筒本体 
おが気筒ふた 
左側板ふた 


• 可 f ffirrtrrTTmm i ffl iii ifinffrm Ti rm … T niT i Hi r i i ii i i .. . . 巧が冲仰 nn" i ,nn の T i M.*w i 加 iranw, 的! . . . ..城 


過熱防止装置 一一 
(まをサーモスタット) 

のぞき窓 

フ レー ム□ッド〜^_ 
燃焼巧を風機 


気化筒(内部）一一 

過熱防止装置--- 
(サーモスタット） 


排気管取け □ 


お気管取は □ 


お気ホース 



機巧サー=スタ 
ろ側板ふた 
プリント配線お 
電極(点义プラグ） 
電礎ポンプ(内部） 
定'庙面器(内部） 
イヴナイタ 
巧震白動消义装這 



排気管巧け検巧巧 U — ド線 








操作部-表示部の名称と働き 


巧 2 ミにさ数ミおお 5 渐ミツちををををいパ 




※イラストは説明のためを部表示した状態にしであります。 

ご:ただと二 j こなごミ::おご;でおご;ぶぶみみ; iR 巧;审みみ;;;;;;こ;巧な巧なぶぶだぶななた巧!;ななおをジ U なな;むミ;おおな;づなごな;巧なおた出ミミミおミ巧 H おを;をを i おおお 



おやずみ1時面遅巧キ ー I ゆらぎをエネキー 


おやすみ1時間タイマー運 
転を t ット•解除をするとき 
【こ押しまず。_ 

点む] おやすみ1時間 

運 輯中_ 

操巧音じット：ピッ 
解除：ププッ 
(防，1 日ぺージ） 


ゆらぎ省エネ運転のじット 
•解除をするときに押します。 

点灯|~な)らぎ省エネ 
_運転中_ 

操作音じット：ピッ 
稱除：ブブッ 
(保-’ 8ベージ） 


白0運巧年一 


ルームサーモじ ンサーによ 
る白動運輯で暖房するとき 
じ}甲します。 


[<?(? J 8~] 


デジタル表示部に設定;這度 
と室内温度び表示されます: 
操巧音じット：ピッ 
エラー： ピピ 、ッ 
(玉が' 7 . 20 ぺ—ジ） 


I 運転中点なするバ1 
ツクライト機龍は： 
1きでず。 


徹み/义力仍巧キー 


自動運転から微か/字動によ 
る固定乂力運転に切りかえ 
るときじ押します。 




デジタル表示部に、 「LoJ 
が表示されます。 

操作琶 

微か/义力技]換じツト；ビツ 
义力たツト：ビツ 
Lo じツト：ブツ 
([盛-’7 . 8 . 20ぺ-ジ） 


おは攝1 

でがスイ3ぶ‘寻 

，‘ 乂ジつ澈?的 

チヤイみド日ツタ; 
( W 让中强巧し》: 


wm 
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おはよラタイ7—キー 


おはよラタイヌー運転をた 
ツトずるときじ押します C 
運輯中に押すとおはよ ラタ 
イ7—巧機が態になりまず。 
おはよラタイマー待機をは 
デジタル表示部に現在時刻 
び表示されます。_ 

点巧'[おはよラタイマー 
_1運転中_ 

操た音たツト：ピツ 
解陈；ブプツ 
(I が10ページ） 


チャイルド□ックキー 


チヤイルド□ツクの t ツト • 
解除をするときに押します。 
チャイルド□ツク時、デジタ 
ル表示部に，■©び表示され 
ます。 

操巧音 t ツト：ピツ 
解陈：プブツ 
(二护11ぺージ） 


ま巧の巧キー 


T 


な度巧をキー 


現を時刻含せおよび、おは 
よラタイマー時刻合せの設 
定切りかえをします。 

巧すごとに「現を時刻」「現在 
時刻させ」「タイマー時刻合 
せ J の順塞に切りかわりまず。 
已秒な上操作びない揚含は、 
巧期表示に戻りまず。 

操作音押す：ビッ 
戻る；ブプッ 
(。が9 ■ 10ベージ） 


巧 icaa 


温度を変えるときに巧しま 
す。 

操作音 

+/温度を上げる：ピツ 
一/温廈を下げる：ブツ 
(献 - 7ぺージ） 


時巧をせ年一 


現な時刻、おはようタイマ 
一時刻を含わせるときに押 
しまず。 

操作音 

時/時含わせ：ブッ 
分/か含わせ：ピッ 
((1が.—9ページ） 


巧巧ポタン 


運転•停止をするときに押し 
ます。 


点な 

燃焼中 

(:^ーブ港乂かちな〇 

点滅 

予熱中 

(ホ爵完3後自動点义） 

早い点滅 

何かの原因で巨動ミ肖乂 


操作音運転：ピッ 
停止：フフッ 

化が7 .8.10. 20ベージ） 


>停電や電源コードをおいでも、設定温度や設定した固定义力およびゆらぎ省エネ 
は、記憶しでいます。 










































国使用ずる場所 

ストーブをままに使用するためには、場所の選定かブ:むりです。 

ま全に使用ずるために 



•マントルピースなどに据えなける場合は、標華精え1すけ例にしたびつでく 
ださい。（じ-ぞ19ぺージ） 


♦標高が1500 m む上の場所では使巧しないでください。高地で使巧される 
場合は調整び必要です。 


(空気の濃度び薄いため、燃焼に必要な空気び不足します。詳しくは、ェ 


事説明書 


高地で使 巧の 場舍 


をご覧ください。） 



•温室、飼育室、乾燥室などでは絶対使巧しないで<ださい。 
•温室、飼育室など、動植物の育成裁培に使巧しないでください。 


効果的に使用ずるために 


おの下や壁面に設 B 

•外気に接する窓の下や 
壁面に置くと、ち気び 
ストーブで暖められ、 

温風としでが流します 
ので効果のです。 



巧風のお現を巧げないで 

•温風のホ□の前面に障害柳を置かないで 
ください。 

♦矮塞機が轰ると、都盧巧證蔭にむらびで 
きるばか0でなぐ、诗:体の温度が上昇し 
で危换です。 



参温風吹化□側の空間を広くとれる揚巧を還んでくださし、。 


回使用前の準備 


燃料 


燃料は必ずに巧 （ J に1导巧な）を使兩しでください。 

• 區警留 ガソリンなど揉発巧の富い巧は、火巧の原因になりますのでお巧に使巧しないでください。 
参 I 显ま意 I 変質口’庙、ちれた灯'逆、水の混じつでいるな巧などは、絶巧に使用しないでください。 
参!^注意!ロミ由は、必す火気-雨が-ごみ-离温および直射曰化をさけた場所に保管しでください。 


巧油とガソリンの見分けかた H 変質な油•不純灯油とは 



0 


指尉こ燃料をつけ、息をふきかけ 
ます。 

伙の気のなし郁でおこなつでください。) 


がシープンよ 
り持ち越しの 
なが 


:〇油は 
めれたまま 


方ソリンは 
すぐ乾く 





長期間 B おに 
あたる巧やお 
度の宙い巧に 
巧爸したな巧 


0 



容器のふたび 
開けであったり、 
乳白色のボリ 
容器で保营し 


たなミ由 



( H ®) 


か-ごみやな 
油ながの巧び 
ほんのねすか 
でち混入した 


な巧 



参極度に変質したち 
のは、黄色巧びか 
つたり、すつばい 
臭いびします， 

参必ずな巧巧のポリ 
タンクをお使いく 
ださい。 

•口;巧はシーブン中 
に使いぎ0ましよラ。 


■変質な油や不满巧巧を使用すると… 

:参なの程度にちよりますび、燃焼不良をおこしたり、スドーブの損傷を單め、故棒の原西になりまず。 
参がやごみび送姐経路に流れこみ、燃焼不良や藉乂不度の原ほになりまず。お 

I 巧一変質ななや不规巧®を使巧したときな‘^^ :,： 

•お貫い巧めの販売症または、おをくのコロナお奮樣ご相談窓□にご連絡ください。 




















♦変質な‘庙、不純な油び原窗で修理を巧頼されたときは、保証期間中でち保証の巧象列となります。 
♦変質'な;'由の処理でお困りの場合は、な;巧をお買いホめの版売店にご相談ください。 


給油 



■，給油の際の手順とミ主意 

•送ミ由バルブを閉じで給油□ふたをはすし、巿版の給油器具で灯油を給';由し 
でください。 

ミ由量計の舒び r 滿 J をさしたら給ミ由をやめでください。 

•給ミ由□ふたを必すちとどおりに確実じしめでください。 

•給油の際に、水、ごみなどを入れないよラ特にミ主意しでください。 

参こぼれた灯油はよくふきとつでください。 


■燃斜切れのを意と空気抜きの方法 

ミをタンクを空にしないよラま意しでください。 

•ミ由タンクを一旦空にしますと、送ミを経路のに空気びたまり、正常にを油ができなくなることびあります。 
このよラな場含は巧の順唐で空気あきをしでください。 



1. 巧タンクに給ミをします。 

2. ス I -ーブのゴム管□から、コ''ム製送ミを管をはずします。 

3. コ''ム製送油管からミ由び連続しで流れ出ることを確かめでからコム製送ミ由 
管をちとどおりにストーブに取り付けます。 

(ミ由びこぼれないよラに客器を巧意しでください。） 


運乾開始前の準備と確認 



■定油面器のセット、取扱上の注意 

参枕めで使用するときやシーズンネリめじは、ち側板ふたの巧から定巧面器リ 
じ、ントボタン（ホ色）を下に巧しでください。 

•1」じットボタンは据え巧け時やシーズン初めに操作します。ストーブ本 
体に強い衝擊をちえたり異當びあったときががは、特に操作する必要は 
ありません。后 一、 点义操作後な巧び出すにモニタサイン rrn または 
阿 が表示されるよラな場含はリたットボタンを巧しでください。 

参リじットボタンは乱養に扱ったり、押したままの状態には絶巧にしない 
でください。 


■送油経路の油漏れの確認 

• 应ま意1 巧タンクやゴム製送油管•接合部および機器などからのな;'宙漏れがないことを確認の上ご使巧ください。 

■電気配線の確認 

♦ I 么ま意 I 電源 プラヴをコンじントに根元まで確実に差しこんでください。 

参電源コードび給排気筒などの高温部(こふれるおそれのないことを確認しでください。 


应注意1 電源プラグ-コードの発熱-発乂を防ぐために ••• 

参電源は必す適正配線された単す目1 00 V のコンじントを使巧しでください。 

•電源コードは、途中で接続したり延長コードの使用•他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 

•雲び発生したときは、電ろ部品を損傷するおそれびありますので、電源プラグをコンたントから巧いでください。 



圓使用方法 

運乾開始（点乂）_____________ 

操作部の自動または微か/义力の換キーで、「自動」と「字動」による固を乂で運転の設定びできます。ご希望の運較 
ち法でご使巧ください 


。靖梁巧！^;髓が 

チ熟 OT J 

ちを" 


運転ボタンを巧してください 

•運転ランプび点滅しまず。 

m 

擎 

■乂力調節「自動運乾」の場合 
自動運乾キーを巧して r 自動」にしまず 

参デジタル表示部に設定温度と室の温度が表示されます。 

(:扩室温の調節7ページ） 

♦ルームサーモ t ンサーによる自動運乾となり、設定室温に自動調節されます。 
(ルームサーモ t ンサーは、できるだけ部屋の温度をげ表できる位置に取りなけで 
ください。） 

♦予熱び完3すると運転ランプび、点滅から点灯に変わり白動点乂し湿風びおます。 

手動運転にしたいときは••-微少/义力切換キーを押してください 





■乂力調節「手動による固定乂力運転」の場合 
微少/义力切換キーを巧して r 固定义力」にしまず 

参デジタル表示部に、 「 Lo 」 が表示されます。 

参予熱び完3すると自動点义し、温風び化ます。 

参微ル/乂力の換キーを押すごと【こ、 [ Lo - l -2 
一3一4一 Hi 一 Lo 」 の順番でのりかねりまず。 

•ご蒂望の乂力に含わせ使巧しでください。 

け去=义力調節8ぺージ） 

自動運転にしたいときは••-自動運転キーを巧してください 

■ 战 iBia 

♦着义時、放電音と同時に着乂音を発ずることがありまずが、異萬ではおりません。; 

•点义操がから放電请义)まで、室温によりず熱瞎間び多か変化しまずび、約2おかがります。 

•着乂後、約1分で温風び出始めます。 




室温の調節（自動運転) 


操作部の乂力調節の自動運輯キーを押しで「自動」にすると、ルームサーモじンサーによる自動運転となり、設定室 
温(こ自動調節されます。デジタル表示部に設定室温び表示されますので;夕のよラに調節しでください， 



♦温度設定キー「十」を巧すたびに VC ずつ上がります。（上限30で） 

♦温度設定キ〜「一」对甲すたびに1ですつ下びります。（下限10で） 

鲁10で設定の場をは自動的にゆらぎ省エネ運転ランブび点灯し、ゆらぎ普エネ運 
廚となります。 

(設定室温を1 rc む上に上げるとゆらぎ省エネ運輯ランプか’消のし、ゆらぎ省エ 
ネ運転び自動のに解除されます。） 


























ゆろざ省エネ運範 _ … 

义で調節「自動 J 運乾時に、微か乂力でち室温が設定室温より上昇する場合、設定室遍より約2で上昇すると自動的 
に消义し、設定室温まで下び'ると点义動作に入ります。これをくり返すことで、むだな部屋のあたため過ぎを防ぎます。 

参温度設定キーによりご希望の室温に設定します。 

ただし、10で設定時は自動自勺にゆらぎ省エネ運転になります。 


ゆ5ざ省エネキーを巧して < ださい 

♦ゆらぎ省エネ運輯ランフカ《緑色に点巧し、ゆらぎ省エネ運転になります。 

辭陈するときは ••• 再度、ゆ5ざ省エネキーを巧してください 

参ゆらぎ省エネランプび消なし、ゆらぎ省エネ運転が辭除されます。 



♦ゆらぎ省エネ運範やに運転を停止し、再び達乾を再開したときは、ゆらぎ省エネ運壺をおこないます。 


乂力調節（手動による固定乂力運転） 

；：こ,み裤おお傅お卜お H 軒掉わ H H ホをおおお!‘.--たで! 了;おた：み；ザ::-;:;で:ごで。:。:式 i ごご氏和ミミ泛!ご亩背:ミ!ミをだぷぶ巧だ;; i; こ:ご:::记ご:ごミミ::::だ;こだご;:。ぶ:ミ;:;二::ぶたにぶににが if ぶちでぶぶち:1二;だぶ:ぶミだ fu 戊:::ぶ:;こちよご:^: i :だ; i: :二ぶ f な!:!に; 5 j 占;;:ごミな: 5U 品 U り;*，-、ゎ(，……口,，…〜,け,の,,い，> が,みみ•口 f. いけ- 

室温設定による白動運転の他に、お巧みの乂力で暖房するを動义力運乾び巧能です。巧のよラにしでください。 



微少/义力切換キーを押して < ださい 

参「自動」運転中から微か/义力切換キーを1回押すと 、 「LoJ (微か乂力)になります。 
♦微か/乂で切)換キーを押すことにより「し 0 一 1^2一3一4一 Hi 一 LoJ の順塞で 
乂力びのりかねります。 _ 

参3秒上操作しないと、自動的に义力を確定します。押し続けによるキーの受け 
巧けはおこないません。（操作の繰返しで H め、ら Lo に切りかねったときは、操作 
音がビジ音からブツ音に変わります；） 


ストーフ''の据え付けや給が気筒の設置条件 
で、おは多か変化します。 


正萬燃焼 




参炎の状態は、青い炎の中にいくらかの 
黄色いお颁乂)び混じってを異萬では 
ありません。 



運転停止（消乂） 

ぞが巧が? S 巧巧おおを堪をを::!み? S が M 巧ミち?;お:巧 S ごぶ巧记;ご;ぶが:;ジぷジ W ジ巧ミがぷぷ二むミぶ:ぶぶ;な巧な巧な3ミミななご这茂ぶなぶおなごなご-、ご。 

運転ボタンを巧して < ださい 

参運較ランプカリ肖なします。 

•消义後は本体内部が'ち却するまで送風を継続し、約8分を(こお流用送風磯が'停止 
します。 

ま言遍 

•1] 么ま意12曰な上家をあけるなど 長期間使 巧しない場合は、 運 起ぴ完をに 停 
止しでから 電源 プラグをコンたントからおいでください。 

参外おのときは、必ず運転を停止(消火）しでください。 

参運輯停止後、燃焼室が'をま P ずるまで電源プラブを抜かないでください。ちし巧 
さますと、ストーブ本体の温度び上昇し、ス I -ーブ'故障の原因となります。 















現在時刻の合わせかた 





設定溫度查巧通度 

白到 

おお/時刻含せ 


…一.ぶな;;:ぶが?• 旅-- 

■ill 


時計させ 




•ネリめで使巧するときや、電源プラヴを抜いたときは、デジタル表示部は 
「-」わ夕表示されまず。 

•操作部の表示の換キーを巧しで「時計含せ」にします。 

現巧時刻または「 一一 :—一」び表示されます。 


>「時」’「分」キーを巧しで現在時刻を合わせます。 

1回巧すごとに「時 J は1時間、「か」は1分間進みます。 
押し続けじよるキーの到ブ付けもおこないます。 


例：午前目時1已分に合わせる場台 


「時」キーを押しで"午前6 : 0 0" (こします。 



「お」キーを押しで"午前6 :1 5" じします。 


設定遍度室の湿度 

麟]! !(自! 

:晴^^ I 

獲涂讀鷄 fe 品こ菩其ぶ 


午前 


ら伽 ► 午前 


6： /! 


〇 


•時刻含わせをおこない表示の換キーを巧したとき、または5抄間操作びなく白動的に表示びのりかわったときに時 
計動作を開始します。 


参約1秋が巧な)停電であれば、再通電後ち現を時刻を表宗しますので時刻含わせの必要はありません。それが上の 
停電で、デジタ化表示部に r - J び表示されたら時刻さね柱をおこなってください。 


おはぶ5タイマー運転 



レ片 


タイ7•■合せ 


■おはよラタイマー時刻の含わせかた 

現在時刻とおはよラタイマー時刻び設定されでいないと、おはよラタイマー 
運輯はできません。 

♦操作部の表示の換キーを巧しで「タイマー合せ」にします。 


参「時」•「分」キーを押しでタイマー点义時刻を含わせます。 

1回巧すごとに「時 J は1時閣、「分」は5分間進みます。 

畢 

•表示が換キーを押しでください。 

これでおはよラタイマーじット時刻が記憶されました。 
デジタル表示部には現巧時刻び表示されます。 


例：午前6時30分に合わせる場合 


•「時 J キーを押しで"午前6 : 0 0" じします。 


午前 


6： 00 

























■現を時刻-おはようタイマーセツト時刻の確認 


現在時刻の確認 


>表示巧換キーをま甲しで「時計合せ J に合わせます。 

们:茄 


p 8 S | f | 


午後 IU 


時計表示に現在時刻び表示されます。 



おはよラタイマーセツト時刻の確認 


>表示切換キーを押して「タイマー合せ J (こ含わせます。 

午前 S j 日日ま計縮こタイ7-じッ端難表ホされまも 




111 HI , 

■ 


造度/巧巧含せ 


iiaapin 

がミぉ:出^ 


〈解除するときは…〉 





■おはようタイマー運転のしかた 

♦運転ボタンを巧しでください。 

(運転中の場含は運乾ボタンを押す必要はありません。） 

♦運転するときのご希望の室温または、义力に合わせてくださし、。 

f (瞬产7 . 8ぺージ） 

. 

おはよラタイマーキーを押して< ださい 

♦おはよラタイマーランプカ《緑色に点なします。 

•デジタル表示部におはよラタイマー t ット時刻び表示され、おはよラタイマー 
運輯に入ります。約5炒後に現在時刻表示じなります。 

•合わせた時刻じなると、おはよ5タイマーじ、ソト前のが態で運輯を開始します。 
/寺動义力運転中におはよラタイマーをじットされた場合は、ま動乂力で選択^ 

、された固定乂力で運乾を開始します。 j 

解陈するときは••-運範ボタンを押してください 

♦おはよラタイマーランプび消なします。 

♦デジタル表示部(こ現在時刻び表示され、タイマー運乾を解瞭し、消义状態じな 
ります。 


参が出時など、留守中に燃焼を開始するようなタイマー t ットは、絶巧にしないでください。 

•おはようタイマー運転は、おやすみ1時間運輯中からち它ットできます。おやすみ1時間運転後に消义し、おは 
よラタイマー時刻になると運転を開始します。 


おやすみ1時間タイマー運車5 

;诗甜お巧^姑^お占が^瞬み涕み到み邸烤ち詞巧诚嫌み孫某お说裕译おおわ特骗夕爆汽が摇^お装苗お巧を赏ぶ觀 H 麵 货 鹏功^ 瞩嘴^みみみ媒巧な!^お蘇* ar おあなな巧を巧叛ミ賊邮:敢巧 K 巧が巧が谊鮮誦絲おホ 


■おやずみ1時間運起のしかた 



参運転ボタンを押しでください。 

(運範中の場合は運範ボタンを巧す必要はありません。） 

4 

おやずみ1時間キーを押してください 

•おやすみ1時間ランプび緑色に点口し、おやすみ1時間運乾になります。 

•1 時間後に自動消义し、同時にデジタル表示部が 「 OF 鬥になります。 

[ OFFJ 表示は運輯ボタンを巧すことじより解炼され、時計表示じなります。 

解除するときは…おやずみ1時間キーを巧して < ださい 

参おやすみ1時間ランプが'消なし、運転を継続します。 

消义するときは‘‘.運疆ボタンを押してください 


参おやすみ1時間運輯は、おはよラタイマー設定後にじットすることはできません。 
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チャイルド□ック 

お子樣などによるいたすら操作の防止や、誤つで運転ボタンをま甲しでち点火しないよラじする機能です。 



チャイルド□ック表示 




♦ストーブか’停止していることを確認します。 

馨 

チャイルド□ックキーを3秒、む内に3回巧してください 

参チャイルド□ックがじットされ、デジタル表示部にが点なします。 

解除するときは ••••• 

再度、チャイルド□ックキーを3秒た(内に3回巧してください 

♦デジタル表示部の fHD 力ぐ消なし、チャイルド□、ックが'解除されます。 


参選転中はチャイルドロックのたット!まできません。 

垂停止中にチャイルド凸ックをたットすると、チャイルド日、ジク雜輸な外のすべでの操巧を割ブ樹けません。 

(運転ボタンを巧ずとか令表示の点激でお知らせします。） 

参チヤイルド□ツヴ中【こ停電びあつであ、再通電後をチャイルド日ックを継続じまず。: 


自己診断モニタ _ 

ス I ブにトラブルび発をすると、トラブル箇所びデジタル表示部に記号表示(自己診脚モニタ)されます。 
この場合は記号表示の巧客を、ストーフ''ち側面に巧刷された自己診断モニター覧表、または「故障.異舊の見分けち 
と処置方法 J (な ri 7 • 18ページ)をご覧の上、必要な処置をしでください。 




〈自己診断 モニター 覧表〉 


f 表ホ 


解除方を^ 


E 1 


途中消乂 

運転ボタンを巧し 
で < ださい。 


不着 乂 


E3 


巧震白動消义装置作動 

■ 


■ 

過熱防止装置作動 

■ 


■ 

排気管巧け検知装置作動 

■ 


■ 

ルームサーモ断線 

■ 


■ 

停 電 

I 畑 

疑似义炎横出 

が 


燃焼巧送風機異常検お 

EC 

ルームサーモ短絡 

Ed 

巧流巧送風機異常検出 


び 


空気サーミスタ温度異常 


E0 


機巧サー S スタ温度異常 


[Pt 


ポツトを熱不足 

電源プラヴを抜き、 
泻び入れ直しでく 
ださい。 


ポツト温度低下 

■ 


■ 

ポツト異常過熱 

Hi 

園 

•1 ，川'…■"し" 

■ 

薑板不良 


参版売廚ご連絡しでいただく隙は、表ホしでいる目 3 該 ii モこ夕を菊細:每撞 4 渡さい。 
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麵曰常の点巧 • 手入れ 

点検 • 手入れのときのミ主意 

点検.ま入れは消火後、ストーブび十分ちえでから、必す電源ブラヴをコンむントから巧いでおこなつでください。 
ま意1電気部品のおおや巧版品との交換は絶巧にしないでください。 


点検•手入れの屡項目、時期、方法 

■周固の可燃物（使用ごと） 

• |么を鱼1ス1'^―ブの罔画は、窜に整理•掃除し、燃えやすいをのを置かないでください。 

■ほこり•ミちれ（使巧ごと） 

♦ほこりやミ写れをそのままにしでおきますと、ミをがしみたりしでを険でず。 

ストーブはいつち清潔にしでご使巧くださし、。 

■油漏れ-油のたまり-油のにじみ（使用ごと） 

参 I 么ミも言1油タンクやゴム製送巧管•接を部および機器などからの巧;'由漏れびないことを確認の上、ご使巧ください。 
ふ 向 lih 

参油漏れか’ある場台は、お買い求めの販売盾に修理を依頼しでください。 

■ゴム製送油管の点検-交換の目ま（シーズンの巧め） 

•ゴム製送;'巧管は、屋外で使用しないでください。屋がでの使巧は禁止されでいます。 

♦屋巧でゴム製送'ぶ管を使用しでいるときは、膨潤、収縮、変質、変お、ひび割れびないか擴認し 、欠点びあ 
るときは交換しでください。交換の目をは、3巧に一度です。 

■油タンク（シーズンの巧め、適時） 

•油タンク内は水やごみびたまりやずいちのです。給';由のとき、点検しでください。 

ミをタンク内のか抜きおよび掃除は、ミ由タンク付属の取あ説明書にしたがっでおこなっでくださし、。 

■給排気筒の接続部のゆるみおよびトップの周囲（使巧ごと） 

参給排気筒およびトップの周囲に障害物を置いでいないか、とさどき点検 
しでくださし、。 

•給排気筒がつまりますと、不完を燃焼をおこします。シーブン初めには 
必ず点検し、くちか^巣をつくったり異物が'入っているときは、必ず掃除 
しでください。 

♦給が気筒およびが気管の接続部びはすれたり、排気管巧け検知巧リード 
線がはすれたり、飾線しでいないか点検しでください。 

•給が気筒を一度取りはすしで、再びおり巧けるとき、排気管の接続の部 
じはめこんである0リンク''び破損しでいないか確かめでください C 


参破慎しでいた場さは、お買いホめの販売店に交換を依頼しでください。 


♦本体や温風の出□のミちれは、本体び冷えでから、しめらせたやわらかい 
巧でふき取つでください。 

参しつこいちれは中性な剤を使巧し、十分からぶきしでください。 

•温風吹出□羽根を巧げたり、変形させないよラにを意しでください。 


給が気筒 



■溫風吹出口の掃除（週1回) 
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■定油面器のストレーナの掃除（適時） 

参定巧面器には、ごみを除くためのストレーナびついでいます。ごみがたまると、不着乂や途中消乂の原因となり 
ます。なのよラに掃除しでください。 





參油タンクの送ミ曲バルブを閉じでくださし、。 

畢 

•ストレーナの掃除□に八ガキなどの厚紙を差しこんで、油ガイドを作 
り、その下に客器を置いでストレーナの止めねじをゆるめではずしで 
ください。定ミを面器のミ弓れたなミ由やごみび全部流れ出ます。 

■堅 

•ストレーナを取り出しで、きれいな'なミ由の中ですすぎ巧いをしでくだ 
さい。（水:で巧わないでください。） 




紙みなてる^をは 

•ストレ-^ナコ厶パッキンを忘れないよラにしでください。 

♦ストレーずを逆に入れないでください。また、底部篤を)び必す 
左横になるよラに取0巧けでください。 


参ストレーナの化めねじを固く締め巧けでください。 
参油漏れびないか確認しでください。 


■フィルタの掃除（週に1回 1 U 上） 

•巧流巧送風機のフィルタびごみやほこりで白ブまりすると、送風力が弱くなりが気温度上昇やストーブの表面湿 
度び上昇する原因じなります。[過熱防止装置(ままサーモスタット • サーモスタツト)または機内サーミスタの 
働きで運乾び停止する場さびあります e ] 

巧の要領でストーブ裏面のフイルタの掃除をおこなつでください。 



参を因の失ののよラにフィルタを上に引き出し、ストーフ'裏面から取り 
はすしでください。 

畢 

•フィルタじ付着したほこりを掃陈機で吸い巧ってください。 


参掃陈び終わりましたら、ちとどおりに取り巧けでくださし、。 


[么ま意1 ブイルタをはすしたまま第弦 しないでくだきし、 


フイルクをはずした状態で運黯しますと、カーテンなどを蓉きこん 
で义がになるおそれがあります。また事などをふれるとけがをずる 
おそれがあります。 


■のぞき窓の透明度が悪くなつたとき . お買い求めの販売店にごな頼ください 




のそき窓をはすしでふく場台は、次のよラにしでください。 

•前パネルを固定しでいる左ちのねじ2本をはすし、前パネルの下のほ 
ラをま前に引いたあと持ちあけて:、前/くネルをはすします。 

クリル(下部)のねじ4本をはすし、グリルを取りはすしでくださし、。 

畢 

参のぞき窓をとめでいるねじをはすしで、しめらせた巧でふき取つでく 
ださい。 

cm 

參ねじ部は崇温になつでからはずしでしでください。 V ; 

•ちとどおり.、を一にねじを締めで固定しでください。;;;;;^ 

♦のそき窓を!まずしたときは、パツキンを巧現と交換しでください。 
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' ■地震などの災害が発生したときの点横 

参地震などの災害び発ちし、ストーブに振動や衝撃が'加わったときは、運乾前に必すなの点検をおこなっでください 
-給排気筒まわりのはすれ、ちれの確認 
-灯油配管からのちれ確認 

点検で異常力*みつ t )、 った場合は、お質い求めの販売店に修理を巧頼しでください。 

画定期点巧 

長期間ご使巧になりまずと、ストーブの点検び必要です。2シーズンに1回程度、シーズン終3後などに、お 
買いあげ店または修理資格害〔(お)曰あ石'姐燃焼機器保守協含 (TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講留 
含修3者(石油機器技術管理±)など〕のいる販売店に点検依頼されることをおずすめします。 

画部品交換のしかた 

不完全な修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整か’必要な場合には、お質い巧めの販売店または、 
修埋資格者〔(お)曰本5ミを燃焼機器保守協含でおこなラほ術管理講習含修了者 (5 油機器按術管理±)など〕のいる版 
売店にご相談ください。 

部品交換は： HD ナが glEgU 品とご指をください。 

部品ご入用の際【こは、コ□ナ製品取あ販売店で必ず コ□ナ 純正部晶とご指定ください。 

純正部品ながの部品をご使巧になりまずと、性能;び十分に発揮されないばかりか、ス ( -ーブを援傷したり愚ねめ 
事故の原因になります。 


消耗•劣化しやずい部品（交換が必要な部品） 


1 


■長期間の使用により消耗-劣化しやすレ部品 

♦パーナヘッド 参電極(点乂ブラグ) 

♦バーナヘツドリンク' ♦フレーム□、シド 


■変質-不純な油の使巧により劣化しやすい部品 


>フ レー ム□ツド 


>気化筒 ♦電磁ポンプ 


画保管（顯間使用しない驗） 

おしまいになるときは、曰常の点検-を入れの項を参照し、巧の要領で保管してください< 


1. 電源プラグをコンむントから巧いでください。 

♦ I A ミ主意 ] 長期間使巧しないときは、電源プラグをあいでください。 

2. 巧タンクの送油/\ソレブを閉じでください。 


3•フイルタの掃おをしてください。 む 1 3ペ-ジ） 

4•定油面器巧のな油をずべで巧き取つでください。（岐 1 3ページ) 
5•亦化のごみやほこ0を取つてください。 

♦掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 


6.本化をしめらせた巧でミちれを落としでから、からぶきしでください。 

^卜^は据无巧けたまま保管しでください。 

♦温風吹出□や背面のフィルタにほこりなどが'たまらないよラカバーなどをかけでくださし、。 

•どラしでも取りはすしで保管されるときは、ポリ袋をかぶ:せ、乾燥した場所に横倒しにしないよラおしまし、く 
ださい。 

♦巧シーズンに据え付けるとさには、必すお質いホめの販売店に依頼しでください。 


取扱説明書ち大がに保管しでください。 











画始装置 

このストーブには;欠のよラな安を装置びついでいます。 

すぺでの安を装置は、異常び取り除力、れでち再度点义操作をしなければ運輯は停止したままです。 



>燃焼中に停電したとき、再通電直後 （ 圧£1表示)点火操作をすると圧田または LfyJ 表示び出ることびあります 
が、 これはストーフの温度が'一時的に上昇するためで、異常ではありません。4〜5分冷ま日した後に 、点乂操作を 
しでください。 
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その他の装置 


装置の名称 


排気管抜け検巧装置 

([ p ^ 表示） 


燃焼用送風機異常検出装置 

(1 rSn J 表示） 


巧流用送風機異常検お装置 

( I ，こ广;—1表示） 


週電流防止装置 

(表示部を消な） 


異常温度検知装置 

•機内サ ー s スタ 


巧 U I 表示) 


原因 • 作動結果 


•が気管の接続部びはすれたとき 

•が気管巧け検知用リード線びは 
ずれたり、脚線したとさ 



-自己診断モニタ厘己)表示 
•ス I -ーブの運輯を停止 


•回乾数び異常に低下したとき 



白己診断モニタな引表示 
ストーブの運転を停止 

乾数び異常にほ下したとき 


ク 


有己診断モニタ店互表示 
ストーブの運転を停止 

部配線のショートにより過電 
流び流れたとき 


ク 


電流ヒューズびがれ、すべでの 
運転を停止 

>フィルタやストーブの前面びふ 
さびつたとき 

>ス I -ーブの前面に障書物などび 
おるとぎ 

ク 

白己診断モニタ店图表示 
白動的に消乂 



処屋方法 


参給排気筒および排気管の接続部 
に、はずれ-ゆるみがないか確 
認しでください。 

•排気管抜け検が用リ…ド線のゆ 
るみまたは、はすれ-のれびな 
いか確認しでくださし、。 


給排気筒 



•排気管接続 □ 
張いち） 



参異常お下の原因を取り徐いてか 
ら点义操作をしで < ださい。 

•なおも異常びある場含は、お質 
いなめの販売店にご相談くださ 
い。 

參異常低下の原因を巧り除いでか 
ら点义操巧をしでください。 


>お買いずめの販売店に修理を依 
頼しで < ださい。 


•原因を取0除いてから冉、乂操た 
をしてください。 
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I^H 

kn 百—— ■■， 

I 目目 Hf ■圈画 ■■ 

\numm\ 

mmmm 

1 ■■■口 I 

\ammm 

dBIH 

]■■■■■■■■■— 

■■■□■■■■■ 

1 口 ■■■■■ 口 ■■■ 

mMmmmmammmm 

D 口 ■「— 


固定乂力運転になつでいる 


畢源電圧 （ AC100V ) が低くなつでいる 


給が気筒トツプ先端びおおわれでいる 


停電びあった（がま示) 


フレーム□ツドにすずび妾量に巧着した 


給が気筒接続部びはずれでいる。すきまがある。 
排気管あけお知巧リード線端ろ接続めゆるみ C 


油漏れがある 


給が気筒のつまり 


ルームサーモたンサー聊なの置び悪い 


給が気窗工事不逸ちのため逆風現象がおる 


嫌を箱送産 I 機のフイルタにほこりがたまなた 


給排気筒の設置び基準適のでない。排気管が長すぎる 


定ミ由面器に水、ごみの白ブまりびある 


ゴム製送油管に空気だまりびある 


送油バルブが蘭まっている 


地漂があった。または、ストーブに強い衝擊をちえた 


孽源ブラヴをコンたントに差しこんでいない 


£日 


E 8 


EE 


£5 


EH 


■使用中に異常びありました5、次表により原因を調べて処置をしてください 

原因びわからないときや、処置か‘むすかしいときは、お買い求めの販売店、またはおおくのコ□ナお客 

様ご相談窓□にご連絡ください。 一 、。…^ 一 I 化 片一 t 心 

※デジタル表示部に自己彭断モニタが表示されます。 


函巧盾-異常の見分け方と処置方法 

■次のような現象は故障ではありません 

修理を依頼される前にちラー度お確かめください。 


初めで使巧するとき、煙やにおいか t おる。 

耐熱塗料やほこりか")^けるためです。 

しばらく窓をあけで換気をしでください。 

すぐに点义しない。 

予熱点义ちすのため予熱時間び2分程度必要です。 

(予熱時間は室温により多か変化します。） 

燃焼開始時や消乂繳こ r ピチピチ」という音 
がする。 

本体巧部が熱により膨張、収縮ずるためです。 

点火特にポンと音びする。 

点乂するときに発生する着义音で、異常ではありません。^ 


8 ^ ( ポツ户温度低下) 


点义時•消乂時 


W (点义しない) 













































mmmuBmmma 

wm 

Hi 

warn 

■■■ 
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自動運輯じのりかえる 


注意]「電源の接続」 a 睐 - 2 ページ）のの客を点検する 


おおつでいるちのを取り除く 


設定室温、時刻などをたットし再度点义操作をする 


すずを巧り除く（販売店に修理をの賴する) 


給が気筒接続部のはずれ、およびゆるみを直す 


をれ窗所をしめ直す（目あ売盾に修理を巧竊する) 


給排気筒を掃除する 


適正な位置にがり巧け直す 


給排気商の取り巧けを適正にする 


フイルタのほこりをブラシなどで掃除する 


薑華通りに設置ずる 


送巧バルブをしめでストレーナをはすし、掃除する。ミ由タンクの? JC を技く . 


zr ム製送油管をおる。山形になつでいる所は平に直す 


送油バルブを開く 


[が震などのぶ害び発をしたときの点検 J じ游' 14ぺージ)の 
点検項目を確認し、運乾ボタンを巧し直し点义操作をする 


コンじントにお実にきしこむ 


青炎の中に黄色い炎(ホ乂)び混じる。 

異常ではありません。 

給排気筒の先端から連続のに白煙び出る。 

外気温び1氏くなると、排気ガスかにふくまれでいる水霖気び白く見 
えるためで、異常燃焼じよる白煙ではありません。 

な油ぎれの際、一騒炎び大ぎくなっで消乂する。 

異萬ではありません。 

停電したと苦の再通電直後（尼百表示）点 
乂操がをすると、追迂または(£な表示び出 
ることびある。 

停電によりス1-ーブの温度が一時的に上昇するためで、異常で 
はありません。4〜5分ち却した後に、点火操作しでください。 


スト-ブ蠢震び籌这|ぃ 
磊最夏！？富除 <) 


富をたでで燃そる 


のぞき窓びずすける 


爆発的な燃焼をする 


巧油のにおいびずる 


巧が大さ<ならない 


電源び入らない 


黒煙を出しで燃える 


室温び巧いのに义び 
太ぎ<ならない 


燃焼時•その他 





































-巧な巧 I 


巧病窃 ， 


すな巧. 


© 

が cm I 45 帥 
凶上 な上 

- -I h - 




お 2crr なと 


j 巧筋が 


司お輪’ 


eOcmOii 


参側方障害物は、両側[こあっでをよいれ が気筒と障害物、可燃物との拒離は 45 cmm 上とってください。 
♦前方におや建物びある場含は給排気筒先端と前ち障害物との柩離は 60 cm が上離し、かつ上ちおよび両側ちじ気 
流を阻止する障善物が'ないよラにしでください。 

•給が気筒下面は地面から 20 cmJ ^ 上離すよラにしでください。なお積雪地域では、給排気筒先端び雪でふさがれ 
るおそれのない高さを握保しでください。 

[マントルピースなどに設置ずる場合のストーブ周囲寸法] 


.可お巧'，' 



本巧包定ま兵 

(巧属晶） 


150cm 
む上 


^2帥な上 


ス I ブ前面が堅面より 
巧測に入らないこと 


血 i 邮 


※巧のブをは、防义性能評を委員舍により近接認定されたちのでず。 


就 

♦点検-手入れのためストーブ左ちの離隔距離は、 20 cm な上じしでください。 

参熱に弱いカーペットやなのとで長特間使巧すると、変をしたり、そり返ることがあります。 

♦木造の建物で聖にメタ化ラス張り、ワイヤラス張り、..豪たはを属板張りをしである燒巧に給が気筒を通ずとき 
は、それらの盡属部に接しないように電気的絶縁をしでくださし、 ； 

•動こ巧をあける揚含、/壁の巧部;にある電気配線 • ガス’•’冰道の配管にあたらない場所を選んでくださ;し k 


迈据え付け 

据え巧け場所の選定 W 

巧 | [ の 1 师 1 の , 川怖胃哪ぶ町抓 1 巾 ' 了胃邮 1] 。 け订 の | 甲 1 ； >^^ 叫 .- 心 11^ の の川 11’,.’1 ； ^^^!£8««»^ 。 |«1 化 .' レ J I iiiiiyiuiiiijjjiii liini rTf i 'f.n け "" . . iiiimnrr.inin.nr nwm jij … lu ii i i 山し " 叫 " i … "r i iWiuay"" 化山山山し " i l i mvuj の MMWPwnriroimr 胃哑 | 山 ciimti 

据え巧けじついでは、义巧予防条例、電気設備に関する按術薑華などまちの薑華びあります。工事説明書の「ま全の 
ために必すお守りください」をお読みになり、販売店又は据巧業吾とよくご相談ください。また、「標準据え1すけ例 J 
についでは、下因を参照しでください。 

標準据え付け例__ 

M l l町№T加mがJTOattayJ ^ ^^^u>ifa l l ll 仰m^TO l 巾u Jl.^|-il ぶな里な岛a«aBi?CT№a^i^:^がドののwtドMfml l い | . ll 川 'l 川川.■ ll .■Tw ^ ... 

ス I -ーブの据え付けは下図を満足させる位置に取り巧けでください。 


巧が巧 


巧が巧 


、-‘，■•，巧が巧-,、_ 




、三 亚 


、巧が巧 


•すが巧‘'‘ 


巧寫. 
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据え付け後の確認 

;ミぷな;ちぶぶぶをぶぶだで;;ぶぶ巧ぶミなだぶミミを巧;;;なぶ;:だ:ミぶ；ぶぶぶがミ:;;，;;だな採なむが苗おおぶおちち為こ^為;誤お*诘3巧巧おむ。;が: i な:…だ…一;:、;ミ:，ジ;;ぶ;ン！, 


…ぉも;おリ谢結!秘3;;が t 把;がおミが紙お觸ミお就な班:就就おなミお:を減旨織を鱗織雜な恥;;が縣雜む錦お撫^ 


おえ巧けび終わりましたら、ちラー度、工事説明書の「安全のためじ必すお守りください」をお読みになり、工事説 
明書に記載されでいるとおり据え付けられでいるかどラかを確認しでください。 


试運転 


1：ををお!:ミおをま巧进ミ這をミをミををなを巧を 


.おおお;^お廷 i おをわなをもを玄;おたわ吴澤澤澤ミお裝むがむミ;な谋おををミをお挺ミ為が沒な窝ちみを巧を巧ミがミ巧みな*なななななかな編沿ながなはなおなな•ち 


試遅乾は販売店またはおな業畜とごいつしよに必すおこなつでください。 


■運乾準備 

1. ミをタンクに給ミ由し、送ミを経路の空気巧きをしでください。じが=空気あきのちま6ページ) 

2. 送巧経路やストーブより油漏れびないか確認しでください。 

3. 定ミを面器をじ、ソトしでください。化ぉ"定ミ由面器のじット6ページ） 

4.1 么を意」電源プラグをコンたントに根元まで確実に差しこんでください。 


■運転(点义) 


運輯ボタンを押してぐださい 



参運範ランプが点滅します。 

♦約2分後に点义し、運転ランブび点灯にかわります。 

参点义後、約]かで温風び化始めます。 

参初めでお使いじなるときは、耐熱晝料び焼けで煙と臭いびでますので換気 
をおこなつでください。 


そ熱完了 




参異萬びなければ微か/火力切換運範キーで、自動運輯から手動じよる固定乂 
力運輯にし、乂力調節を 「 Lo 一] 一2一3一4一 HiJ に設定しでくださし、。 
(各义力で]分む上確認しでください。） 

•おの状態は、青いおの中にいくらかの黄色い炎啸义)びまじつでも異萬では 
ありません。 

•おの確認び終3したら、自動運転キーで自動運転に戻しでくださし、 


■停止(消火) 



運乾ボタンを巧してください 

参運転ランプび消口します。 

•消乂後は本体の部力ぐ;ち却するまで送風を継続し、約8分後に巧流用送風機び' 
停止します。 


■ a 刷— 

参正萬運転しない場台は、「故障.異常の見分け方と処置ちま J (瞬ド17 . 18ぺージ)を参照しでくださし、 
参長謝閣の保管後、再び設置する場さち[試運攝 J のま順にしたびい、試運転をおこなつてください。 
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標華遇室は、社団ま人，曰本ガス扫巧機器工業含の鲁定基準によります。 


給排気筒トップ1個-スリーブ1個-ふたカバー1個 
本体固定金具2個-；^7^製送油舊締巧パンド2個 


過電流防止装置 • 排気管抜け検知装置-異常温度横知装置 
燃焼用送風機異常検出装置 • 巧流巧送風機異萬検出装置 


対震白動消义装置-点乂安全装置-燃焼制御装置 
停電をを装置 I 過熱防止装置 


己 A 


260でむ下 


7 bmm 


cf )65 nnm 〜 


給拂気筒の壁翼通部の孔径 


D 40 


歸の呼び径 


QU 4-7 


最大消費電力(点乂時） 860/860 W 
燃焼時消費電で 19/22 W 


最大消賣電力(点乂時） 860/860 W 
燃焼時消費電乃 25/28 W 


100 V 50/60 HZ 


電源電圧及び周波数 


17 kg 


局さ600 mm 幅 466 mm 奥巧 238 mm (置台を含む) 


木 造 16.5(712(10 薑)まで 

コンクリート26.5の2 (16 置)まで 


木 造21.日 m 2 (13 薑)まで 

コンク1」ート34.巳 m 2 (21 置)まで 


寒冷她 


木 造16.日 m 2 (10 置)まで 

コンクリート23.0 m 2 (14 置)まで 


木 造 21. 5の2 (13 置)まで 

コンク IJ — 卜 29.5 m 2 (18 置)まで 


温礙地 



86 . 6 % 


86 . 6 % 


1 .49 k \ A / 


3.84 kW 


5’OOkW 


騰禱进お 


6,190 kJ/h 
86 . 6 % 


15,960 kJ/h 
86 . 6 % 


20,780 kJ/h 
86 . 6 % 


0.167 L/h 


0.431 L/h 


0.561 L/h 


燃料消費 


な浦 （ J に1号な油) 


電気点乂な 


気化す-屋内巧-強制給排気お-強制巧流お 


FF-GX384S 


FF-GX500S 


一■ 率 
び 

熱よ鋪 
按 

凳纖 



















































プリント配線板端子配置図 
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> '，じ為なさ粥な雜織窝纖辕臟ミ縱;馈な说ごご;:すがお巧かがおおち婚餐峨解;蜡みが.粥お瞄巧お穿^ 


〇 〇 

± 操作部(白） 

(4 本:）置1操作部の） 機肉サ ー S スタ11黒 

□ Iswi (スイッチ） 空気サーミスタ[□黒 

(6 本)青□操作部® 過熱防止サ-モ己ット目言 

，广一 sn 操が部(青） バ-ナサ-モスタツト□青 


( 5 本） I □勝部盾う 


ホ1はす震 


白 I I ボットサーミスタ 



燃烧甫送圃磯 


アース 

フレーム □ツド〇 


互) 


給油巧知装置 OC -2( 別売) 
を取り巧けることによ0、 
給油サインを出すことび 
でさまず。 


m TF パルス 
目-1 

南 _ 

IPI 電磁ポンプ 
茶 

ホ n 

黒対流巧送風機 
白 U 


排気筒がレ d ] 灰 
イグナイ [ I 悟 


ヒューズ1己 A 


ホ ポットヒータ 


電源是黒 


マつ々 — サ —K マ 

m r イジ J し八 

■保証にっいて ____ 

参このコ□ナ扫ミ由ストーブには「保証書 J が巧いでいまず.「お買いあげ曰、販売店名」などの記入をおおかめのラえ、販売店か 
らお受け取りになり、大巧に保管しでくださし、 

参保記期間はお買いあげいただいた曰から1を間 （ 本お）です':' (燃焼部分は3を間） 

参巧のよラな原因じよる故障および、事故にっきましでは、揉 f 正の巧象になりませんのでミ主意しでください。 

■変質なミ由や不純な';由など、また巧油が列の燃料使巧じよる巧障や事な。 

■誤った使巧ち法によるが障や事が。 

■修理を依頼されるとき _ 

参本書の「巧障.異常の見分けちと姐置ちを J 化杏’17 . 18ぺージ)の頂にしたびっで調べでちよくならないときは、電源プラグ 
をあいでお買い求めの販売店または、お近くのコ□ナお客様ご相談窓 n じご連絡くださし、。 

参保記期間かであれば保記書の規定にしたびっで無料修理させでいただきます。 

■イ呆証期間げずぎているとさは 

•お買いずめの販売店にごす目談ください。 

修理によって使巧できる製品じっいては、お客様のご要望じより有料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

♦5 ミをストーブの補修巧性能部品(機能を維持するために必要な部品)の f 呆有期間は製造巧ちのり後7年です。 
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云棄巿東新保 7- 7 -955-8510 TEL (0256)32-21 11(大げ表) 

柏崎巧宝の 2-58 〒945-0817 T £ L (02 日 7)23-51 7巳(代表） 

長岡巧て条町詹ノ滿1069〒940-1146 TEL (02 日 8)22 — 2121 ( け表） 


胃 巧を 店 
ろ'森サービスじンター 
积曰當業巧 
秋田サービスたンター 
パ戸富業ず 
か前含尝巧 
弘前ヴーごスたンター 
盛岡資業巧 
鹽巧サービスごンター 
がお営業巧 

む 台 ま 店 
IdJ 台サービスたン ター 
郡山営業巧 
排山サービスじンター 
含津サービスたンター 
山お営業巧 
山形サービス t ンター 
圧的驾業巧 
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青森巿ち策1了目', 2-3 S 
秋旧巿泉中巧4了目 4-1 8 
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東み ま 店 
有都圏 サーピ スたン ター 
水口 営業巧 
モ裏営業所 
大夏営業所 
つ < ば驾業巧 
横 泻支忠 
な川営業巧 

Q 陌兽業巧 
曰.巧サビスたンター 

高 崎 安 店 
富蝴サ〜ビスじンター 
宇都登當寞巧 
ず款宜サービスたンター 
太旧富尝巧 

お 焉去店 
兰票サービスたンター 
巧爲荣営業巧 
養野芸業巧 
養野サ〜ビス t ンター 
と越當業巧 
が本営票巧 

を 巧 支 岳 
をミ R サービスじンター 
富山営業所 
m __ W 営業所 

名古屋支，ち 
ち古屋サービスじンター 
誇岡営業ず 
誇竭ヴービスじンター 
U ま草営業巧 
津尝業 巧 
洁津営葉戸斤 
巧_崎_离_尝_巧 

大おま 巧 
大晒サービスたンター 
高松當業巧 
を都岂業巧 
巧戸営業所 
彦根営業巧 
這そ〕山営業巧 
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栗京都北区豊島も4-目 
東京都北区量島 8-4 -目 
水戸巿苦原町6目 3-2 
松戸巿真塚新田95-日 
さいたま巧化区吉野町 1-332-6 
つくば市爸旧郭 678 B -19 
横:な巧戸塚区原宿4 T 目 7- T 3 
立川巧巧砂の 1-66- じ 

山裂県す巨留郭昭和の西票249 1-2 
山梨県を巨曹郡昭祥の西を2491 -2 

富 IU 奇巧問居の西 1-3-22 
喜！！:司巧問屋巧西 1-3-22 
宇都覃巧藥瀬の2引3 
宇都宣巿架菊の2313 
太旧で富柿乗の2375 

兰を巿曲測日 
兰を巿曲測3-2、1日 
新寫巿江南 1-6-41 
長野巧大豆瓷日312 
長野市大豆島日リ2 
妙言市上吉 々 U 12-1 
松あ巿宮黄大ス保馬7852 

を於巿お巧おの 1-1- 2目 
ま巧巧が西おの 1-1-25 
富山巧田ホの 2*3- 15 
福口 巿が田東1 、6 C . ? 一 

g 古屋巧港至ん場 1-1 903 
各ち屋巿導：^；\お1-19〇3 
静岡巿驗巧区高松 2-15-30 
詩岡巧殷巧区育お 2-15-30 
岐章巿六を南2〜7-8 
澤市高裘屋 3-29-38 
沼津巧西お路 388-1 
巧骑巿大平町巧添49 

の迅巿南を田 V 日-47 

枚の巿巧を田1ぶ-47 

高权市今里の1ぶ-5 

を都ホげ見区 tt 旧段ノ川原の 70-*1 

巧戸市西区枝芸日-132 

彥根巿正ち寺 E 了巧ホ？日 

福が山币馬巧索町68 

に篇巿をち两怪街围 3-27-20 
広島巿ちに巧 E 巧園 3^27- 2日 
巧]山币辰己 35-1 G 3 
ボ牙巿 S ス黃町235-‘ 

谭南お循山す-•ノ巧を5日31 -4 


福巧サービスこンター 
北れ州碧業巧 
唐贤島薑業巧 
おぶ営業巧 
長崎営莫巧 
富崎薑糞巧 
大分養業戸斤 


福岡巿谭妄置棄比電 2-2-40 
福西]巧-辜多を秉比需 2-2-40 
化几州お小詹北区愛君 2-6-4 
鹿兒島市田上 7-16-5 
熊本巧尾 y 上 1-1 

長嗎県西祗巧黏特津 U な厭姻ミ兵田 74-1 
宮崎巿爲農 3-59-2 
大分巿云を 1-13 - 7 


ミホ裸営業巧宜野遲巧ぎ i 怯泊7 38 

シー サイド • パー ク1〕2 


北海道地区 

東北地区 

関東地区 

信越- 
北陸地区 

東海地区 

I 

近畿- 
四国地区 

中国地区 

i _ _ 

九州地区 

沖縄地区 

01036日02 


T 003-0028 TEUO 11)364-0440( げ表） FAX (011 )863-31 54 
〒〇の-0875 TEL (011) 目 79—21 21が表；： FAX (011)871-2000 
-041-0824 TEL (01 38)48-6070( げ表^‘ FAX (0。 もが一6080 
干 078-8262 TEL の 166) リ — 233 G (巧表） FAX {0* 66)37-2338 
〒〇 60—0022 55)35-7518( 巧表）戶 AX ( O ', 55 )35 —7510 

干08日- C 0：38 TE —〔01 己句 24-4191( 巧表）ご AX ( C 154：： i 24-0451 
T 090- G 064 TEL (.日 157)26-2103( 巧表） こ AX た1 57)26-2107 


干030 -09 が下 E_(017) フ 42-82 巧(巧き） FAX；C1 ?'>742~8275 
〒〇30,0946 T 巳し (017)743 —2971りち表） =AX(C17)743-1 118 
〒日10-の17 TEL(01 目) 864-5 が1(げ表）二 AXO) 18)864-8 が8 
〒〇 10-G802 ，EL(Cn 8)864-521 9(げ表） FAX(G18)864-5760 
X 031-0073 了巨 L(0178；：2 と一 528G (代表） FAX(0178)45-4290 
T 036-8086 TB_ の 172}28 — 39，'0(巧表） FAX(01 72)28— 01 9' 
T036-8086 T 己 L の172}26-4770(巧き） FAX(01 72に9… ’ 133 
〒日 20-0 の3 TEL (日 19)6^2—4791( 化き、 FAX(019)822-5244 
T020^0823 TEL (日 19)604-0281 (け表） FAX(019)604-0283 
〒〇 23-0C02 TE し〔日， 197)22 —4155{イち表 > FAX(0197)22-4452 

- 983-0036 T 巨しののに35—3 7 5，（だ表） FAX ( 022 ) 236 - d810 
子目 83-0035 TEL(022)783-1791 が表） FAX(022>783 - • 1792 
=^963-8033 TEU'024)938-2240( 巧表） FAX(024)938-3021 
干 963-01 11 TE しの 24)947-4654 巧表） FAX(024)946-7551 
=r 965-0843 TEL(0242)26-32 11巧表） ド 4X(0242)26-321 6 

T 990-2423 TEL の 23)642— 325日巧表） FAX(023)642-3254 
〒990-2423 TEL(023)631-7381 げ带 FAX の 23)63’一7391 

于9目 8-01 03 了 EL(0234)31— 0571(巧表;： FAX-：0234；31-0581 


干1 14-C003 TEL(03)3S27 — 1151(巧表） =AX(C3)3927 — 1150 
干1 14-0003 TEL (日3)391'‘一1131(巧表） FAX(C3)3927-1 130 
〒31 0-0 日の 了£1_(029)241 -2172(1 ち表） FAX(G29)24]-4268 
干 27C ぶ22 TE し （047)3 12 — 8330 (1 ち 表； FAX の 47)312-8338 
干331 -08 * 1 下 EL (日4が65 1-1231 (が表） FAX(048)551 -6570 
干 305-0 日目1 TEL 巧巧) 839-5325( が表 > FAXf029')836-* 913 
T246-0Q63 T 巨し (045) 另 52—400S (代表'* 尸 AX(045)S 己2 — 5540 
干1 90-0034 TEL：042)531-6771 (け表 > FAX(042)531 -0496 

〒409-3856 TEL( G 55)268-1 567(巧表） FAX(055)268- 1569 
1=409-3866 TE し (055)268— 1巳68りち表） FAX(055)268-1 571 

二 370-00 日7 TE し (027)361 —斗8日6(<ザ表） FAX(027)361-9" 39 
= 370-0007 TE し (027)363— 8谷 55(' •で表‘） FAX<027)364 —3228 
= 321-0933 TEL の28)〇32-5105巧表） FAX(028)632-5205 
= 32，-日933 TEL(028) S 32 — 5180巧.表） FAX の 28)61 0 — 4007 
て 373-082 日 TEL 阳 276)38-6571( け覆！ FAX(0276)38-5 己 0 S 

〒9巳5-日864 了£し(02己目)32^2126(代表） FAX(0256}3 己 一 &己" 9 
千 955-0864 T 巨し (02 已 6)32 — 2:29りで表） FAX(02 己 6)32— 2137 
T 950-0855 TE しの2日) 286-9': 31(け表） FAX (の 5)2 が—33‘13 
干 381-0022 TE 一の2日)221-5111(巧表） FAX 巧 26)221 -0039 
〒381-日日22 TEl の2む22? - 2304(け;表） 二 AX (のか22 7 - 1 C 3 目 
干 944- C 001 TE し〔0255)73—7己11りち表） -AX( C 255)?2-5696 
干39曰-の33 了 EL (日 263)25-005 載表） FAX( G 253)25-9961 

干 92CK) 日27 T 乱 1:076に 60— 0日 67(1 ち表 ） FAX の巧) 26C.— 0775 
干 920-0027 TE し‘; 076)260— 0日 3S(1 ザ表） FAX(075)26C— 0738 
〒930-0985 TEL (日 76)444-0 日57(化表） FAXfO? 目) 444-06 11 
干91 8-8 の7 TEU 日77目) 23— 0567(代き） FAX(0776)23~0580 

千4日日-0803 TEL の日 2)383-3330( 巧表） FAX(052)381-1 266 
干 455-08 日3 TEL の日の 384— 5670(代表） FAX(052)381 -5244 
= 422-8034 TE1_(054)23 呂 一OC‘05.;' ザ表} FAX{054)238-0006 
= 422-8034 TEL(054)238— 001目ミ/表） FAX(054)238-0822 

三5日 0-8358 TELfO 己8う2良 S— 75£5'、'ず.表） FAXl 》058)268—755C 
子51 4—081 9 TEL^059)234-8471 KS) FAX(0 己 9)234 — 8句？2 
千4 10-0303 下 E し (05 己）966—621日(け表） FAX(055)968— 621 S 
T444-OOG7 下 EL の 564)25 -のア5(げ表； FAX ( 0564 ) 25 -} 726 

-5 が-0044 TEL(06)6380-21 11(巧表；） FAX(06)6386-?262 

〒564- 0044 TEL(06)6：3S6— 目670(巧表^ FAX(06)6386-6588 
〒760-日078 T 巨じ 087)835- 1711(巧表-:‘ FAX (日 87)83 目一0150 
〒61 2- 8414 TE しの7日) 643-2002( 巧表） PAX(075)643-0870 
-051-2133 T 巨 L(078) の 2-2 が1(巧表） =AX(C 78)922-2438 
干 522' 0024 TEL り 749)24-6239( 巧表） FAX(G749)26-21 16 
干620、0361 了 EL(0773;22-G827( 巧表） FAX(G773)23-7592 

〒巧1138 TEL(382) 另71 -531 0(巧表） FAX(0S2)B71 -3506 
〒巧1 -01 38 TEL(082)871—331 日りで表） FAX(0S2)871 -0272 
干700〜〇目76 T 巨 L (日86た 43-7751( 巧表） FAX(086)243-71 91 
〒683〜0C お TE しミ日 859)33-81 57(巧表 > FAX(0859)23-07C9 
〒7化〜0882 了巨じ〇目34に2-日 56?( 巧表） FAX(0834)22-5589 

〒呂 12-0007 TEL(C.92)47 斗一5771(巧表） FAX(092)4?4-57?5 
〒812、00日7 TEI. の92)と74-600'.(代表） FAX(092}474— 6414 
T 803-0828 TEL (の 3) 巧2-86。リ表） FAX(093-592-3666 
〒S90、 0034 TEL(099)281 — 1321ミ'ザ表） FAX(099)281- 1252 
-862-0913 TEL の日 5)367-7361;' ザ表） FAX(096)569-6323 
〒巧1、2105 TEL(0 巧) S82-7713 ('十:表） FAX(095)SS2-7767 
=r 880-0052 了目し(0巧5)29-168日('ザ表； FAX(0985)25-0685 
〒870-〇1〇8 T£L(097;523-5161 け表} FAX り97巧 23-51 62 

干901 -2227 TE 一の巧) 897-5 目77(巧表） FAX. で 98)897-56 79 


r お客様ご相談窓ロー賣表 I 

修理サービスや製品についでのごホ目談は機種名をご確認の上、お員いあげの 
販売店または下記のごホ目談窓□にご依頼ください。 

ご起居やご贈爸品などでお困りの場含は、下記のおおくの窓□にご相談くださし、。 

名称、所在地、電話證号は、変更する場台びありますのでご3承ください。 
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幌 I 
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化化雨.胆第訓化 


揚場浸 

エ H エ 

巧嗎岡 

S 相長 


103VVA がフム 
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